
                  
 
  

夕
鶴
の
里
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

六
月
一
日(

水)

よ
り
変
更
に
な
り

ま
し
た
。 

 

入
館
者
数 

 

75
名
→

100
名 

語
り
部
ホ
ー
ル

75
名
→

100
名 

映
像
ホ
ー
ル 

15
名
→

20
名 

伝
統
文
化
研
究
室
（
和
室
） 

 
 

 
 

 
 

25
名
→

34
名 

郷
土
料
理
研
究
室
（
調
理
室
） 

 
 

 
 

 
 

22
名
→

30
名 

小
会
議
室 

 

7
名
→

10
名 

            
 

機
織
り 

 

４
名
→
６
名 

 

飲
食
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
感

染
対
策
を
施
し
た
う
え
で
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
実
飲
食
は
二
時

間
以
内
で
す
。
そ
ば
打
ち
体
験
も

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

尚
、
ご
利
用
人
数
等
は
お
問 

い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
為
、
ご
来
館
の
際
は
引
き

続
き
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
消
毒
、
検

温
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 ま

た
、
来
館
者
カ
ー
ド
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
の
ご
記
入
を

し
て
頂
き
ま
す
の
で
、
併
せ
て
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   

     
 

 

五
月
十
二
日(

木)

、
茨
城
県
よ

り
、
北
条
会
の
皆
様
二
十
名
が
ご

来
館
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
残
念
な
が
ら
一

昨
年
と
昨
年
は
中
止
と
な
っ
た
為
、

今
回
は
待
ち
に
待
っ
た
三
年
越
し

の
訪
問
と
の
こ
と
で
し
た
。 

資
料
館
見
学
と
民
話
の
語
り

を
聴
い
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

              

五
月
二
十
六
日(

木)

、
宮
内
小

学
校
二
年
生
の
児
童
三
十
八
名
が
、

遠
足
で
夕
鶴
の
里
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

民
話
の
語
り
を
児
童
全
員
で
聴

い
た
後
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

映
像
や
資
料
館
見
学
等
を
行
い
ま

し
た
。 

 

民
話
の
語
り
で
は
、
お
話
の
世
界

に
惹
き
込
ま
れ
て
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
館
で

は
金
蔵
の
家
の
影
絵
を
見
て
「
す
ご

い
！
お
も
し
ろ
い
！
」
と
驚
い
た
様

子
で
し
た
。 

 

最
後
の
挨
拶
で
は
、 

「
初
め
て
来
る
の
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
怖
い
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」 

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
是
非
来
て
下
さ
い
ね
！ 

 
         

 
 

 

       

北
条
会
の
皆
様
ご
来
館
！ 

宮
内
小
学
校
二
年
生
の
皆
さ
ん 

遠
足
で
ご
来
館
！ 

北条会の皆様  

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が 

変
更
に
な
り
ま
し
た 

皆さん民話の世界に惹

きこまれていました。  

影絵にビックリ！  

 



 

  
 

六
月
四
日(

土)

、
夕
鶴
の
里
友

の
会
研
修
会
が
十
八
名
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、
昨
年
同

様
に
午
前
中
の
半
日
コ
ー
ス
で
、
上

ノ
山
観
音
、
上
山
城
等
を
巡
り
ま

し
た
。 

上
ノ
山
観
音
で
は
、
以
前
国
語

の
教
師
と
し
て
宮
内
高
校
で
教
鞭

を
と
ら
れ
て
い
た
御
住
職
よ
り
、

『
鶴
脛
の
湯
伝
説
』
『
蛙
鳴
き
止
め

石
伝
説
』
等
の
講
話
を
お
聴
き
し

ま
し
た
。 

そ
の
後
は
上
山
城
見
学
と
、
周

辺
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

帰
路
の
途
中
、
車
窓
か
ら
「
掛

入
石
」
を
眺
め
な
が
ら
夕
鶴
の
里

に
戻
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
お

弁
当
を
お
渡
し
し
て
解
散
と
な
り

ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、 

「
な
か
な
か
会
員
の
皆
さ
ん
と
出

掛
け
る
機
会
が
な
い
の
で
、
楽
し
か

っ
た
」 

「
次
は
一
日
コ
ー
ス
の
研
修
会
が
出

来
た
ら
良
い
で
す
ね
」 

等
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

上
山
市
内
の
名
所
を
巡
り
、
温

泉
に
ま
つ
わ
る
伝
説
等
に
触
れ
る

こ
と
で
、
南
陽
市
の
お
隣
で
あ
る

上
山
市
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
た

研
修
会
で
し
た
。 

     

              
                           

      

五
月
十
一
日
（
水
）
よ
り
、

夕

鶴

の

里

資

料

館

三

階

特

別

展
コ
ー
ナ
ー
に
て
、
「
近
代
山

形
旅
行
案
内
展
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
是
非
ご
来
館
下
さ
い
。 

     
 

         
    

  
(

前
号
よ
り
続
き)

 
 

昨
年
、
河
北
町
立
谷
地
西
部

小
学
校
の
五
、
六
年
生
の
皆
さ

ん

が

修

学

旅

行

で

来

館

さ

れ

た
際
に
頂
い
た
紅
花
の
種
。 

そ
の
後
、
順
調
に
成
長
し
て

い
ま
す
！ 

                           
 

（

次

号

に

続

く

） 

友
の
会
研
修
会 

「
近
代
山
形
旅
行
案
内
展
」 

好
評
開
催
中 

今
年
も
い
ち
ょ
う
の
家
様
よ

り
お
花
を
頂
き
ま
し
た
。
職
員

が
心
を
込
め
て
プ
ラ
ン
タ
ー
に

花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

色
と
り
ど
り
の
花
で
お
客
様

を
お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
。 
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